
主催：『森も暮らしも支える木の根っこ』公開講演会実行委員会
協力：根研究学会 日本緑化工学会 福知山公立大学

普段は目にすることのない樹木の根を見える化することで、普段の暮らしでも根を介して樹
木が担う生態系サービスを広く認識し、そのサービスを向上させる樹木管理に有効な根系指
標を議論することを目的として公開講演会を行います。みなさまの参加をお待ちしています。

2026年6月21日（日）14時-16時半
場所: 福知山公立大学3号館2階

講義室3206
https://www.fukuchiyama.ac.jp/about/access/

参加費無料・事前申し込み不要

公開講演会
『森も暮らしも支える木の根っこ』

プログラム
●14時‐14時10分 趣旨説明

平野恭弘（名古屋大学）

●14時10分‐14時30分 特別講演１
『森の根っこをモデル化してそのはたらきを診る』池野英利（福知山公立大学）

●14時30分‐14時50分 特別講演2
 『緑化工における樹木根研究の歴史と現状の課題』橘隆一（東京農業大学）

●14時50分‐15時20分 ポスター発表

●15時20分‐16時30分 パネルディスカッション
テーマ『森も暮らしも支える木の根っこ』モデレータ 山瀬敬太郎（兵庫県立大学）

根系構造のモデル評価法や根の生態系サービス，
それを向上させるための管理法の根系指標についての情報共有と議論

問い合わせ先：池野英利(福知山公立大学) ikeno-hidetoshi@fukuchiyama.ac.jp
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